
 

 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル 公設機関と連携した補助金申請を活用した新規融資 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・当行取引先Ａ社は研磨加工を中心とした金属製品加工業者（融資取引なし）。 

・当行得意先係が訪問する中、Ａ社が、鉄道線路分岐器の部品加工における高速・

高精度加工法による品質向上と生産性アップのため設備（マシニングセンター）

の更新を計画していることを聴取。 

 

【取組み内容】 

・当行よりＡ社に対し、設備投資に「平成 25 年度補正ものづくり補助金」の活用

を提案、併せて事業計画書等の策定をサポートしてくれる公設機関の(公財)北九

州産業学術推進機構(北九州市外郭団体。以下、「ＦＡＩＳ」という)と(財)福岡

県産業・科学技術振興財団(福岡県外郭団体。以下、「ＩＳＴ」という)について

説明したところ、紹介の依頼を受けた。 

・ＦＡＩＳ、ＩＳＴのコーディネーターと当行営業店がＡ社を訪問し、補助金の説

明と事業計画書策定等をサポートし、補助金申請手続きに至り（当行が認定支援

機関として確認書を提出）、補助金申請も採択された。 

・この設備投資は実行に移されることになり、当行の補助金申請にかかるサポート

を好感したＡ社は、設備資金のうち補助金の残額を当行にて借入することとし

た。（補助金交付までのつなぎ融資についても当行にて借入） 

・今後、Ａ社は本設備更新による利益率向上、受注増を見込んでおり、本事業の売

上高増加に伴う増加運転資金についても当行に融資申込みとなる予定である。 

 

【取組みの効果】 

〈Ａ社〉 

・国の補助金が採択され、その資金を活用した設備投資が可能となった。 

・本件設備投資により、生産性向上、製品品質向上および売上高増加が見込まれる。

〈当行〉 

・新規融資取引の開始。 

・本件設備投資に伴う新規融資（補助金、自己資金不足分）および売上増に伴う増

加運転資金にも対応が可能。  

 

 

 

 

 
 



 

 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル 北九州市と連携した地元水産業者の 6次産業化支援（融資取組） 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・北九州市は 6次産業化を推進しており、補助金交付や食の展示商談会の出展援助

等を行い地元企業の支援を行なっている。 

・Ａ社は、北九州市離島の漁業者 8名により海産物の加工・製造販売を目的に平成

25 年 1 月に設立されたベンチャー企業で、地元特産の「わかめ」「ひじき」を加

工、ブランド化して販売、地域の雇用創造や島のイメージアップを目指している。

・平成 25 年 3 月には加工場設備資金を北九州市の補助金、日本政策金融公庫によ

る融資にて対応した。 

・販路については、北九州市の各地の展示商談会出展援助や北九州市小中学校給食

への採用により目処が立ち、原材料仕入資金について当行へ相談があったもの。

 

【取組み内容】 

・当行は、代表者や経理担当者とヒアリングして、事業計画や資金計画、資金繰り

管理もアドバイスを行いながら、融資案件を検討し、北九州市制度融資「新成長

戦略みらい資金（市が指定する事業において、市の補助金を受けた事業者の事業

展開に必要な資金）」を活用して融資に取組んだ。 

・融資取組み後も、営業店担当者が現地（島）へ訪問し、今後の資金繰りについて

アドバイスするとともに、当行グループ主催のビジネスマッチングフェアへの出

店を提案するほか、経理帳簿の確認や原材料や製品、加工施設等への気付きを伝

えるなどフォローして事業の安定化に向けた支援を行っている。 

 

【取組みの効果】 

〈Ａ社〉 

・資金繰りの安定と売上増加が見込まれる。 

〈当行〉 

・北九州市制度融資を利用した新規融資取引の開始。 

〈地域〉 

・現時点では成果はでていないが、本件が成功すれば島の雇用対策にもなり、島の

イメージアップに繋がる。 

 

 

 
 
 



 

 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル 北九州市の中国拠点（上海）と連携した海外展開支援 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・所得水準が上昇している中国市場の中でも、特に富裕層の多い上海市エリアへの

進出ニーズ（日本製品の販売）が高まっているが、当行は当該エリアに拠点が無

い。 

・また、当行が本店を置く北九州市は、上海市事務所（正式名称：駐上海北九州市

経済事務所）において企業の中国進出支援活動等を行っていたが、進出企業の金

融面での相談ニーズの高まりに対して十分な対応ができていなかった。 

・北九州市より上海市事務所への行員派遣要請があり、当行も地元企業の中国ビジ

ネス支援強化のため、同事務所へ行員を出向派遣している。 

 

【取組み内容】 

・北九州市上海事務所は、北九州市関連の中国進出企業や進出検討企業、中国との

貿易取引を強化したい企業に対して、現地情報の交換、商談先取次ぎ等の支援活

動を実施。 

・当行は、上海でのビジネスを検討・拡大の意向を持つ取引先企業を同事務所に取

り次ぎ、同事務所と連携した海外展開支援（貿易決済や現地金融等のアドバイス）

を行っている。 

・具体的事例のひとつとして、平成２６年１月に日本酒の海外輸出に力を入れてい

る取引先に対して、日本酒販売代理店との「中国総代理店契約」締結や上海日本

料理店への日本酒納入における側面支援、現地日系百貨店開催の「九州・沖縄フ

ェア」への商品展示の斡旋等を行った。 

 

【取組みの効果】 

〈当行〉 

・当行にとっては、情報拠点として北九州市上海事務所が補完的な役割を果たして

おり、より幅広い地域への海外進出支援が可能となったほか、現地法人の情報を

入手したうえで国内親会社と面談することで、国内親会社とのリレーションも深

めることが可能となった。 

〈北九州市〉 

・北九州市にとっては、市内企業の海外進出支援の厚みが増した。 

 

 

 
 
 



 

 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル カードポイント交換による売上高増強支援への取組み 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・当行取引先Ａ社（地元百貨店）はハウスカード利用の活性化を販売促進策の一つ

としている。カード会員の多くが女性であり、５０～７０代の中高年層が半数を

占める会員構成の幅を広げ、顧客層を拡大することが課題。 

・一方、当行取引先Ｂ社（地元航空運送業）は、マイレージ会員のマイルが貯まる

仕組み、交換商品の見直し等によるマイレージ会員の強化を課題としていた。 

・これまで、Ａ社からＢ社へマイル交換商品を提供するなど、販促活動の共同実施

の実績があり、両社が提携を更に進めることによってカード利用を活性化させ売

上向上に結びつく企画を共同実施できないか、当行を交えて検討を行った。  

 

【取組み内容】 

・Ｂ社マイレージ会員は男性中心、３０代～４０代が大半を占め、両社は相互補完

的な会員構成であることから、連携効果が期待できる「Ａ社のカードポイント」

と「Ｂ社のマイル」の相互交換サービスを、平成２５年８月１日より開始した。

・また、当行が取扱うクレジットカード「ワイエムカードＪＣＢ」のポイントをＡ

社のカードポイント、Ｂ社のマイルへ交換するサービスも同時にスタートした。

 

【取組みの効果】 

ポイント交換によるカード利用の活性化 

＜当行＞ 

ワイエムカードのポイント交換商品拡充によるカード利用者の利便性向上によ

り、カード利用の拡大が期待できる。 

＜Ａ社、Ｂ社＞ 

・ワイエムカードのポイントを、両社のポイントへ交換するカードユーザーは、交

換先での利用意思を持っており、両社の売上増加に寄与できる。 

・一定の割合でポイント失効があるが、カードポイントやマイルの交換商品多様化

がポイント活用の活性化および、カード利用の増加につながる。 

 

 

 

 
 
 



 

 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル 事業転換に関する支援を取組んだ事例 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・Ａ社は、数十年前にビジネスホテルを開業、地場中堅クラスのホテル業者であっ

た。数年前に、事業拡大を図るため、２棟目のビジネスホテル建設を計画し、当

行融資により建設用地を取得した。 

・その後、競合他社の進出による既存ホテルの稼動率低迷等、事業環境の悪化によ

り、ビジネスホテル建設計画を見直さざるを得なくなった。協議の結果、最終的

に住宅型老人ホーム兼賃貸ビル建設に計画を変更、一昨年に当行融資により建物

完成し、新規事業を開始した。 

・しかしながら、新規事業の実績は、当初計画を下回ってスタート、更に、既存ビ

ジネスホテルは老朽化しており、当該事業継続のためには、耐震補強を含めた更

新投資が必要不可欠で、新規事業に専念するため、事業転換が必要な状況にあっ

た。 

 

【取組み内容】 

メイン行として再生支援を主導し、当社の意向に基づき、以下の取組みを実施し

た。 

○事業計画変更支援 

介護事業及び賃貸ビル事業への計画変更について、当社と協議を重ね、情報

提供、助言等を行い、ファイナンスを含め事業スタートに向けた支援を実施。

○外部専門家との連携 

当社の選定した外部専門家と連携し、住宅型老人ホーム事業計画について、

事業再生計画を策定。 

○金融支援 

事業計画遅延に伴う条件変更（期限延長)対応、新規融資(住宅型老人ホーム

兼賃貸ビル建設資金)を取組。 

○テナント等の紹介 

事業開始前から、テナントを含む入居者の紹介等の支援を実施。 

○モニタリングの実施 

モニタリング会議を毎月 2回実施し、入居状況を含む計画進捗、営業施策の

対応状況を確認し、対応策の助言、入居者の紹介等を実施。業績が不安定な

ホテル事業については、売却による財務改善策を継続的に協議。 

 

【取組みの効果】 

・事業開始時、老人ホーム部門入居率は、計画を大きく下回ってスタートしたが、

当初の約定返済が可能な水準まで収支が改善した。 

・ホテル事業については、その後、従業員の再雇用を前提に事業を売却。有利子負

債の圧縮等により、財務内容・収支が改善した。 

・円滑な事業転換により、債務返済、事業継続の目処が立ち、経営改善意欲の一層

の醸成が図られた。 

 



 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル 
中小企業経営改善･金融サポート会議（経営サポート会議）ほか外部専門機関を

活用した経営改善支援 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・Ａ社は製紙用木材チップ、菌床用木材チップの製造およびシイタケの生産販売に

取組んでいる小規模事業者。 

・過去、木材チップに係る大規模設備投資を行った直後に木材チップ価格が暴落す

る等の外部環境の影響を受けるとともに、菌床用チップ部門における価格競争や

シイタケ生産販売部門における人件費等の高コスト体質を主因に事業収益が圧

迫される等、諸問題を抱えていた。 

【取組み内容】 

・製紙用・菌床用木材チップ製造に加え、近年は、菌床の自家生産・シイタケ栽培

に取り組む等、農業・食品分野の収益を強化していたことから、当行は、外部専

門家の知見を活用した経営改善計画の策定をＡ社に提案した。 

・外部専門家の導入に当たっては、福岡県信用保証協会と事前に経営改善方向性等

について協議を重ねたうえで、中小企業経営改善･金融サポート会議(経営サポー

ト会議、通称“ふくおかサポート会議”)による専門家派遣事業を活用し、食品

分野にも精通した中小企業診断士の派遣を行なった。 

・菌床用チップ製造の収益性向上、シイタケ栽培コストの削減、シイタケの販売戦

略(商品差別化、食の安全志向ほか)、経営者が考えている経営改善策の有効性等

について、専門家との協議・分析を踏まえ、アクションプランの作成を行った。

・シイタケ栽培について、夏場の栽培生産性減退、温度・湿度・水等の最適栽培環

境の開発、品質の更なる向上等、技術面の問題解決を図るため、当行は、北九州

市の外郭団体で支援機関の北九州産業学術推進機構（「FAIS」）、福岡県の外郭団

体で支援機関の福岡県産業・科学技術振興財団（「IST」）を活用した問題解決を

Ａ社に提案。 

・上記研究機関の地域コーディネーターから繋いだ大学より、湿度・温度と生産量・

品質の相関関係を究明し最適な栽培室内環境の技術を開発することで、通年で安

定した生産量の確保に貢献したいとの提案があり、現在、共同研究に向けたアド

バイスを行っている。 

【取組みの効果】 

・取引先が属する業界に詳しい外部専門家の知見を取り入れることで、具体的かつ

実践的な経営改善提案が可能となり、実現可能性の高い経営改善計画の策定支援

が可能となった。 

・経営サポート会議では解決困難な技術的な経営課題については、外部研究機関を

活用し、深度あるサポートが可能となった。 

・信用保証協会との事前相談、経営者へのヒアリング、Ａ社の実地調査、また、中

小企業庁の「高度実践型支援人材育成事業」を活用した(社)福岡県中小企業診断

士協会による当行向け研修の事例にＡ社を取り入れるなど、外部専門機関の活用

を通じてＯＪＴ効果が発揮され、営業店・本部行員の目利き能力向上に繋がった。

 

 



 

 
 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル コンサルティング機能の発揮に向けた人材育成 

取組み内容 

【動機（経緯）】 

・中期経営計画に掲げる「お客さまから頼られるコンサルティング機能の発揮」を現

場実践できる人材を育成し、多様化するお客さまニーズに対応する。 

 

【取組み内容】 

・専門分野（Ｍ＆Ａ、事業再生、国際営業等）の知識習熟や実践力の向上をねらいと

して、外部機関への人材派遣を行った。派遣後は、取引先支援に資する専門部署へ

配置し、前述のスキルを活用している。 

・取引先企業の経営上の課題と実態を正しく把握し、適切なアドバイスや情報提供が

できる能力を習得する行内研修「企業診断力養成講座」を実施した。 

本プログラムは、取引先実習（無料経営診断）を含む構成としており、プロの経営

コンサルタントによる直接指導により、実習先への良質な提案や受講者の実践力向

上に繋がっている。 

・また、当該プログラムの受講者は所属部店や独身寮での勉強会の開催や所属部店取

引先での工場見学実施等、習得スキルの拡散に加えて、グループ会社であるワイエ

ムコンサルティングを活用して、取引先企業の経営課題解決（経営計画策定、人事

制度設計等）に取組んでいる。 

・行内研修「業種別企業研修」では、従来の医療・介護分野に加えて、製造業を取り

上げた。研修ではスクーリング形式の講義だけでなく、生産管理の視点からメーカ

ーでの工場見学を取り入れる等、より実践的・具体的なカリキュラムを構成のうえ

実施した。 

 

【取組みの効果】 

・研修受講者について、取引先企業の成長を支援するため、定性面の分析による実態

把握や商流理解に基づく将来分析をベースとした提案を行う行動変容が確認でき

た。 

 

 
 



 

 
 

銀行名 北九州銀行 

タイトル 地域貢献に関する各種取り組み 

取組み内容 

（１）語学教育の支援活動（継続取組、開始時期：平成 23年 11 月） 

・地元の小中学生が英語への関心を持ち、北九州から国際社会で活躍する人材の

育成を支援することを主旨として、「北九州銀行杯小中学生イングリッシュコ

ンテスト」を開催。 

・当行開業の年である平成２３年に第１回目を開催し、第３回目となる今回は、

北九州市の他、福岡市や熊本市から約１６０名の小中学生が参加。 

・小学生低学年の部、小学生高学年の部、中学生の部の３つ部門ごとに審査を行

い、決勝大会は予選を突破した３０名（各部門１０名ずつ）が、英語スピーチ

を披露。 

・最優秀賞受賞者には、親子海外語学研修旅行を贈呈し、更なる語学研鑽を支援。

・北九州市以外の参加者も増加し、保護者、学校関係者等様々な方面からも高い

評価を得るなど、着実に定着化が図られている。 

（２）都市緑化支援活動（継続取組、開始時期：平成 23年 10 月） 

・ひまわり(北九州市の市花)の育成を通じて緑の普及・啓発を図り、郷土愛を育

むことを主旨として、「ひまわりＢＩＧりコンテスト」を北九州市と協力して

開催。 

・北九州市内小学校８校が参加し、特別賞として２校にテントを贈呈。 

・北九州市を通じた学校長懇談会等での PR活動により、定着化が図られている。

（３）スポーツ支援活動（継続取組、開始時期：平成 24年 2月） 

・地元唯一のプロスポーツチームであるギラヴァンツ北九州(サッカーJ2リーグ)

のオフィシャルスポンサーとして、市民の皆様と一体となって応援し、地域の

活性化を支援。 

・また、当行主催試合を開催するとともに、北九州市教育委員会を通じて、地元

北九州市内の小中学生 80名を招待した。 

・この他、売上金の一部がギラヴァンツ北九州の支援金となる飲料自動販売機（通

称：ギラベンダー）を北九州エリア各本支店 13店舗に設置している。 

（４）節電・CO2 削減活動（継続取組、開始時期：平成 23年 10 月） 

・クールビズ・ウォームビズ、毎月 1回の一斉消灯日・ノーマイカーデーなどを

継続実施し、北九州市ノーマイカー推進運動にも参加。 

・また、北九州市より当行の環境問題等への取組が評価され、平成 26 年 5 月に

北九州市「グリーンフロンティア表彰」を受賞した。 

（５）清掃による街並み美化活動（継続取組、開始時期：平成 24年 4月） 

・心のかようあたたかな社会作りを目指し、青少年の心の育成事業などを展開す

る「小さな親切運動」北九州市本部に加入している。 

・当行では、北九州市内各所で行われる「日本列島クリーン大作戦」に毎年継続

して参加しており、清掃活動による街並みの美化に取り組んでいる。 
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